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平成 24 年度の国産ナチュラルチーズ生産量は、前年
度をやや上回る 46,525 トン（前年度比 2.4％増）で過去
最高となった。これは、直接消費用が前年度に比べて
3.7％増加し、初めて 21 千トンに達したことが主な要因
である。

ナチュラルチーズの輸入量は、前年度を大きく上回
り、過去最高の228,754トン（前年度比8.1％増）となった。

トピックス…④                                    
総需要量に規程される
わが国のチーズ自給率
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　平成 24 年度のチーズ需要量全体に占める国産の割合（ナチュラルチーズベース）は、前年度から 0.7 ポ
イント低下し、16.4％となった。わが国のチーズ自給率は、総需要量の変化に大きな影響を受けている。

平成 24 年度のチーズの国内総需要量は、前年度を大
きく上回る 284,588 トン（ナチュラルチーズ供給量＋プ
ロセスチーズ輸入量）と、過去最高となった。これは、
直接消費用ナチュラルチーズの需要量が前年に比べて
12.8％も増加したことによるが、チーズ需要量全体に占
める国産の割合（チーズ自給率）は前年度から 0.7 ポ
イント低下し、16.4％となった。

図では、わが国のチーズ自給率の推移を示している。
平成 19 年度までは、総需要量の増加に対応して国内生
産量が増加し、自給率が増加傾向で推移した。20 年度
は総需要量の減少により輸入量が激減し、結果として、
自給率が増加した。21 年度以降は、需要の回復にとも
ない輸入量が増加し、自給率は減少傾向に転じている。
以上のことから、わが国のチーズ自給率は、「国内生産

これは、直接消費用が前年度に比べて 14.1％も増加し、
159,900 トンとなったことによる。

プロセスチーズの総供給量は 120,141 トン（前年度比
2.8％減）で、うち国産が 110,832 トン（同 2.5％減）、輸
入が9,309トン（同6.2％減）であった。また、プロセスチー
ズ原料用ナチュラルチーズの国産が前年に比べて 1.3％
増加したのに対して、輸入は同 3.8％減少した。

量の変化」よりも「総需要量の変化」によって大きな
影響を受けていると言える。
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